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論文内容の要旨
本論文は低温における有機化合物の赤外・遠赤外スペクトルに関するものであり，低温測定を行う
ことによって得られた有機化合物の非常にシャープなスペクトル 及びこれらのスペクトルが各分子
ごとに特徴的に現われ物理分析上重要で、あることについて述べたものである。
第 1 章においては赤外・遠赤外スペクトルの常温測定及び低温測定の方法について述べ，特に従来
の試料調整法では遠赤外スペクトルを得るのが困難で、あった糖類に対して，遠赤外スペクトルを得ら
れるような試料調整法を示し，これらの方法を用いて糖類の常温，液体窒素温度 液体ヘリウム温度
における 500-50cm-1 領域での遠赤外スペクトルを示した D
第 2 章では，糖類について得られた吸収バンドの基準振動の帰属について論じた。前章において得
られた遠赤外スペクトルの吸収バンドか糖類のどのような振動によるのかを知るため，最も基本的な
糖類の一つで、ある β-D ーグルコースについて，ウィルソンのGF 行列法を用いて，一分子モデルで
基準振動の解析を行い，振動の帰属及び力の定数を決定した。基準振動解析の結果 ， ß-D ーグルコ
ースの500-60cm- 1 領域の吸収バンドは主として，骨格変角振動及び内部よじれ振動によるものである
ことが明らかとなった。
第 3章では，従来全く未開拓の分野であった50cm-1 以下の低波数領域での糖類及び、ベ、ンゼン環を含
む環状有機化合物の液体ヘリウム温度における遠赤外スペクトルの測定結果について述べた。 50cm~1
以下の領域で二糖類，三糖類に観測されて，単糖類には観測されない吸収バンドが存在すること，こ
れらの吸収バンドは糖類試料を重水素化しでもシフトしないこと，などから実験的にリング間相互作
用に関する情報が得られることを示した。
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次にナフタレン及びアントラセンの格子振動領域及びさらに低波数領域での液体ヘリウム温度にお
ける遠赤外スベクトルからナフタレンやアントラセンのようにベンゼン環がたがいに強く結合してい
る分子の場合には， 50cm一1 以下に強い吸収バンドを持たないことが明らかとなった。また，本研究で
開発された測定技術を用いると液体ヘリウム温度においては従来のスペクトルよりもはるかにシャー
プなスペクトルが得られること，及びこの方法を他のいくつかのベンゼル環を含む環状有機化合物に
応用しでもきれいなスペクトルが得られることを示した。
第 4 章では，以上に述べてきた有機化合物の遠赤外スペクトルの研究における本論文の結論を示し
た。
論文の審査結果の要旨
本論文は，複雑な有機化合物を液体窒素あるいは液体ヘリウム温度に冷却すると，常温で非常にブ
ロードまたは全く見られないスベクトルが，非常にシャープに測定できることを見出し，糖類および
ベンゼン環を含む環状有機化合物の赤外・遠赤外域のスペクトルを測定したものである。
糖類で、は50cm-1 以下の低波数域で，二糖類と三糖類では強いシャープな吸収線が観測せられ，これ
らは単糖類では見られないもので，環相互間の作用によるものと考えられる。ナフタレンとアントラ
センではベンゼン環が互に強く結合しているので， 50cm-1 以下の低波数域に吸収をもたなしミ。これら
のことから ， 50cm-1 以下の低波数域に，環相互間の作用による，今まで全く知られていなかった夫々
の分子特有の吸収線があることを確認した口
以上により有機化合物が低温に冷却すると，非常にシャープな赤外スペクトルが観測せられ，従来
分析が困難で、あった各種糖類を物理的方法により分析できることが見出され，本論文は複雑な有機化
合物の構造研究並に分析に寄与するところ大であり，博士論文として価値あるものと認める。
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